
（1）

宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
理
由

佐
々
木　

　
　

勇

（
受
理
日
二
〇
一
四
年
十
月
二
日
）

〇
、
本
稿
の
目
的

　

宋
版
一
切
経
研
究
は
、
近
年
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
そ
の
書
誌
的
問
題
の
一
つ
と
し

て
、
東
禅
寺
版
お
よ
び
開
元
寺
版
（
い
わ
ゆ
る
福
州
版
）
に
お
け
る
、
一
紙
三
十
行
五
面

の
一
板
が
あ
る
。

　

宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
お
よ
び
開
元
寺
版
は
、
一
紙
三
十
六
行
六
面
を
基
本
と
す
る
。

そ
の
三
十
六
行
六
面
の
紙
を
継
い
で
仕
立
て
ら
れ
た
一
帖
中
に
、
三
十
行
五
面
の
一
紙
が

混
じ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

（
１
）

　

本
稿
は
、
宋
版
一
切
経
福
州
版
に
、
三
十
行
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
理
由
を
解
明

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
本
稿
の
対
象
資
料

　

本
稿
の
目
的
か
ら
、
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
の
、
早
期
刊
本
全
体
の
調
査
を
成
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

　

現
存
東
禅
寺
版
の
中
、
比
較
的
早
期
の
印
本
と
し
て
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
蔵
本
が
知
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、金
剛
峯
寺
蔵
本
は
、「
勧
学
院
蔵
宋
板
一
切
経
目
録
」（
水
原
堯
栄『
高

野
山
見
存
蔵
経
目
録
』
一
九
三
一
年
、
森
江
書
店
） 

に
依
れ
ば
、
補
本
を
含
め
三
七
四
四

帖
の
現
存
数
で
あ
り
、
全
体
の
四
割
程
度
を
欠
く
。

　

こ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
ほ
ぼ
全
藏
を
伝
え
る
醍
醐
寺
蔵
本
が
有
る
。
金
剛
峯
寺
蔵

本
の
十
年
後
の
印
造
で
あ
る
。

（
２
）

　

醍
醐
寺
蔵
本
に
続
く
本
源
寺
本
・
東
寺
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
本
・
金
澤
文
庫
蔵
本
は
、

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部　

第
六
三
号　

二
〇
一
四　

三
四
八

－

三
五
六

四
十
年
〜
七
十
年
遅
れ
る
印
造
で
あ
り
、
東
禅
寺
版
の
欠
函
・
欠
帖
も
比
較
的
多
い
。
ま

た
、
知
恩
院
蔵
本
は
、
開
元
寺
版
が
中
心
で
あ
る
。

（
３
）

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
対
象
資
料
と
し
て
最
良
の
宋
版
一
切
経
は
、
醍
醐
寺
現
蔵
本
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
は
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
を
対
象
資
料
と
す
る
。
本
稿
の
筆
者
は
、

幸
い
に
し
て
、
重
要
文
化
財
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
全
巻
の
悉
皆
調
査
に
加
わ
り
、
東
禅

寺
版
全
体
に
親
し
く
接
す
る
幸
運
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
関
す
る
本

稿
の
記
述
は
、
す
べ
て
原
本
調
査
に
基
づ
く
。
調
査
に
全
面
的
な
御
援
助
を
頂
い
た
醍
醐

寺
御
当
局
な
ら
び
に
小
林
芳
規
広
島
大
学
名
誉
教
授
を
代
表
と
す
る
調
査
団
全
員
に
、
深

甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

二
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
お
け
る
五
面
一
紙
挿
入
帖

　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
お
い
て
、
五
面
の
一
紙
を
挿
入
し
た
帖
の
初
出
例
は
、
第
237
寸

函
『
中
論
』
卷
第
二
〜
巻
第
四
の
三
帖
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
題
記
の
年
月
が
最
も
早
い

の
は
、卷
第
四
の
「
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
正
月　

日
」
で
あ
る
。（
卷
第
二
・
第
三
は
、

翌
月
「
元
祐
九
年
二
月　

日
」
題
記
で
あ
る
。）

　

そ
の
『
中
論
』
卷
第
四
は
、
第
十
三
板
を
五
面
と
し
、
第
十
四
紙
以
下
を
継
い
で
い
る
。

全
二
十
三
板
で
、
第
十
八
板
第
四
面
か
ら
、
紙
背
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
卷
第
二
・
第
三

も
、
こ
れ
に
近
い
（
次
項
参
照
）。

　

以
下
、
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
る
帖
は
、
左
の
如
く
に
続
く
。

　
　

第
239
是
函2

（
４
）

463
『
般
若
燈
論
』
卷
第
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
元
祐
九
年
四
月　

日
」
題
記
。
全
二
十
板
。
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（2）

佐々木　勇

　
　
　

同
右　

2464

『
十
二
門
論
序
』「
元
祐
九
年
四
月　

日
」
題
記
。
全
二
十
板
。

　
　
　

同
右　

2465

『
百
論
序
』　

「
元
祐
九
年
四
月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　

第
240
競
函2475

『
廣
百
論
釋
論
』
卷
第
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
元
年　

月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　
　

同
右　

2478

『
廣
百
論
釋
論
』
卷
第
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
元
年
六
月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　

第
242
父
函2493
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
卷
第
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
元
年
五
月　

日
」
題
記
。
全
十
八
板
。

　
　

第
246
嚴
函2534

『
攝
大
乘
論
』
卷
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
元
祐
九
年
三
月　

日
」
題
記
。
全
十
八
板
。

　
　
　

同
右　

2535

『
攝
大
乘
論
』
卷
下　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
元
年
六
月　

日
」
題
記
。
全
十
八
板
。

　
　
　

同
右　

2537

『
攝
大
乘
論
本
』
卷
中　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
二
年
三
月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　
　

同
右　

2539

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
一　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
三
年
正
月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　
　

同
右　

2540

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
二　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
四
年
正
月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　
　

同
右　

2541

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
三　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
四
年
六
月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　
　

同
右　

2543

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
五　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
四
年
十
月　

日
」
題
記
。
全
二
十
五
板
。

　
　

第
250
當
函2580

玄
奘
訳
『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
四　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
元
年　

月　

日
」
題
記
。
全
十
八
板
。

　
　
　

同
右　

2581

玄
奘
訳
『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
五　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
元
年
十
月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　
　

同
右　

2583

玄
奘
訳
『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
七　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
二
年
二
月　

日
」
題
記
。
全
二
十
板
。

　
　
　

同
右　

2584

玄
奘
訳
『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
八　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
元
年
十
月　

日
」
題
記
。
全
十
九
板
。

　
　
　

同
右　

2585

玄
奘
訳
『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
九　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
紹
聖
元
年
九
月　

日
」
題
記
。
全
二
十
一
板
。

　

右
の
と
お
り
で
あ
り
、
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）・
紹
聖
元
年
（
同
上
）
以
降
刊
刻
の

十
八
板
を
超
え
る
帖
で
は
、
五
面
の
一
紙
を
挿
入
す
る
こ
と
が
原
則
と
な
る
。

（
５
）

　

し
か
し
、
元
祐
九
年
正
月
よ
り
前
の
刊
刻
帖
で
は
、
十
八
板
以
上
で
あ
っ
て
も
、
五
面

の
一
紙
は
挿
入
さ
れ
な
い
。

（
６
）

　

ま
た
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
五
面
の
一
紙
は
、
一
帖
の
ほ
ぼ
中
間
に
挟

ま
れ
る
。
た
と
え
ば
、
右
に
挙
げ
た
諸
卷
の
う
ち
、
全
十
八
板
の
帖
で
は
第
九
板
ま
た
は

第
十
板
、
全
十
九
板
の
帖
で
は
第
十
板
、
全
二
十
板
の
帖
で
は
第
十
板
ま
た
は
第
十
一
板

を
五
面
と
す
る
。

三
、 

東
禅
寺
版
の
五
面
一
紙
に
見
ら
れ
る「
除
六
行
・・・
兩
邊
無
厚
薄
」

類
注
記

　

１
．
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
の
五
面
一
紙
に
見
ら
れ
る
注
記

　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
で
は
、
一
紙
三
十
行
五
面
の
柱
刻
に
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
刻
さ

れ
て
い
る
。
一
切
経
に
お
け
る
出
現
順
に
抜
き
出
す
。

第
237
寸
函

2444

『
中
論
』
卷
第
二
（「
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
二
月　

日
」
題
記
）

　

①
此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄
《
第
十
二
板
第
五
面
一
行
目
下
》

　

こ
の
『
中
論
』
卷
第
二
の
第
十
二
板
は
、
第
五
面
一
行
目
下
空
白
に
上
の
一
行
を
刻
し

て
、
第
六
面
を
空
白
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
十
二
板
は
、
経
本
文
は
五
面
な
が

ら
一
紙
六
面
で
あ
る
。
こ
の
第
十
二
板
に
続
け
て
裏
表
紙
を
貼
り
、
続
く
第
十
三
板
か
ら

裏
面
に
印
刷
し
て
い
る
。
全
二
十
三
板
で
あ
る
。

2445

『
中
論
』
卷
第
三
（「
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
二
月　

日
」
題
記
）

　

②
此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄
《
第
十
三
板
第
六
面
右
端
》

　

第
十
三
板
の
第
六
面
右
端
に
右
の
一
行
を
刻
し
、
第
六
面
を
空
白
と
す
る
。
そ
の
第

十
三
板
に
裏
表
紙
を
続
け
、
第
十
四
板
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
二
十
四
板
。

第
239
是
函

2463
『
般
若
燈
論
釋
』
卷
第
十
五
（「
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
四
月　

日
」
題
記
）

　

③
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
一
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

こ
の
帖
は
、
片
面
印
刷
の
全
二
十
板
で
あ
る
。

2464

『
十
二
門
論
』（「
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
四
月　

日
」
題
記
）

　

④
除
六
行
要
粘
﹇
策
﹈
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
一
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》
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（3）

宋版一切経東禅寺版に五面の一紙が挿入された理由

　

第
十
一
板
第
六
面
を
空
白
と
し
、
第
十
二
板
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
二
十
板
。

2465
『
百
論
』
卷
上
（「
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
四
月　

日
」
題
記
）

　

⑤
此
帋
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

こ
の
帖
は
、
片
面
印
刷
の
全
十
九
板
で
あ
る
。

第
240
競
函

2475

『
廣
百
論
釋
論
』
卷
第
七
（「
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）　

月　

日
」
題
記
）

　

⑥
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
五
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
十
九
板
。

2478

『
廣
百
論
釋
論
』
卷
第
十
（「
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
六
月　

日
」
題
記
）

　

⑦
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
第
十
板
が
一
紙
五
面
で
あ
る
た
め
、
紙
背
第

一
面
を
空
白
と
し
、
表
面
と
印
面
を
合
わ
せ
て
い
る
。
全
十
九
板
。

第
246
巌
函

2535

『
攝
大
乘
論
』
卷
下
（「
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
六
月　

日
」
題
記
）

　

⑧
除
六
行
要
粘
策
二
邊
無
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》 

　

第
十
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
や
は
り
、
紙
背
第
一
面
を
空
白
と
し
、
表
面

と
印
面
を
合
わ
せ
る
。
全
十
八
板
。

2537

『
攝
大
乘
論
本
』
卷
中
（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
三
月　

日
」
題
記
）

　

⑨
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
六
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
し
て
い
る
。
全
十
九
板
。

第
250
當
函

2580

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
四
（「
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）　

月　

日
」
題
記
）

　

⑩
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
九
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
四
板
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
十
八
板
。

2581

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
五
（「
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
十
月　

日
」
題
記
）

　

⑪
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
五
板
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
十
九
板
。

2583

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
七
（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
二
月　

日
」
題
記
）

　

⑫
除
此
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
五
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
二
十
板
。

2584

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
八
（「
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
十
月　

日
」
題
記
）

　

⑬
除
此
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
五
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
十
九
板
。

2585

『
攝
大
乘
論
釋
』
卷
第
九
（「
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
九
月　

日
」
題
記
）

　

⑭
此
帋
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
一
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
七
板
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
二
十
一
板
。

第
252
力
函

2603 『
究
竟
一
乘
寶
性
論
』
卷
第
二
（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
正
月　

日
」
題
記
）

　

⑮
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
九
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
四
板
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
十
八
板
。

第
255
盡
函

2637

『
大
乘
廣
五
薀
論
・
大
乘
五
蘊
論
』（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
五
月　

日
」
題
記
）

  

⑯
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
九
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

全
十
九
板
を
片
面
印
刷
と
す
る
。

2638

『
寶
行
王
正
論
』（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
四
月　

日
」
題
記
）

　

⑰
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
五
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
二
十
板
。

第
256
命
函

2647

『
如
實
論
』（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
正
月　

日
」
題
記
）

　

⑱
除
此
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

全
十
八
板
を
片
面
印
刷
と
す
る
。

第
257
臨
函

2651

『
廻
諍
論
』（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
二
月　

日
」
題
記
）

　

⑲
此
帋
除
六
行
要
粘
冊
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
二
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

全
二
十
三
板
を
片
面
印
刷
と
す
る
。

第
258
深
函

2660

『
長
阿
含
經
』
卷
第
一
（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
四
月　

日
」
題
記
）

　

⑳
此
帋
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
六
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
二
十
一
板
。

第
261
夙
函

2700

『
中
阿
含
經
』
卷
第
十
六
（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
四
月　

日
」
題
記
）

　

㉑
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
四
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
十
八
板
。

2702

『
中
阿
含
經
』
卷
第
十
八
（「
紹
聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
四
月　

日
」
題
記
）
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㉒
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
《
第
九
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
四
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
十
八
板
。

2703
『
中
阿
含
經
』
卷
第
十
九
（「
紹
聖
元（

７
）年

（
一
〇
九
四
）
三
月　

日
」
題
記
）

　

㉓
除
六
行
要
粘
策
二
邊
《
第
九
板
第
四
面
と
第
五
面
と
の
間
の
柱
刻
》

　

第
十
四
板
第
四
面
か
ら
裏
面
に
印
刷
す
る
。
全
十
八
板
。

　

右
に
記
し
た
二
十
三
例
が
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
全
体
中
に
見
出
せ
た
「
除
六
行

･･･

」
刻
記
の
全
例
で
あ
る
。

　

２
．
醍
醐
寺
蔵
本
以
外
の
福
州
版
五
面
一
紙
に
見
ら
れ
る
注
記

　

金
剛
峯
寺
蔵
本
東
禅
寺
版
に
こ
の
「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
等
の
刻
記
が
存
す

る
も
の
か
否
か
、
現
在
公
刊
さ
れ
て
い
る
目
録
で
は
不
明
で
あ
る
。

（
８
）

　

し
か
し
、
本
源
寺
蔵
本
・
東
寺
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
本
・
金
澤
文
庫
蔵
本
に
、
以
下
の
刻

記
を
見
出
せ
る
。

　
　

Ａ
．
本
源
寺
蔵
東
禅
寺
版
の
五
面
一
紙
に
見
ら
れ
る
注
記

　
「
共
同
研
究　

―

本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
調
査
報
告―
」（「
同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究

所
紀
要
」
創
刊
号
、一
九
七
九
年
三
月
）
に
、「
一
紙
が
四
折
五
面
分
の
み
の
も
の
が
あ
り
、

こ
の
場
合
、
通
例
版
心
が
一
折
目
の
折
目
谷
部
に
あ
る
も
の
が
、
一
紙
五
面
分
の
次
紙
よ

り
折
目
山
部
に
な
る
が
、
紙
五
面
分
の
四
折
目
に
「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
等
と

記
す
も
の
も
あ
る
」
と
の
指
摘
が
存
す
る
。
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
、『
大
乘
廣
五

薀
論
・
大
乘
五
蘊
論
』
の
「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
を
確
認
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

　

ま
た
、
小
島
恵
昭
編
「
本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
（
三
聖
寺
旧
蔵
）
目
録
」（
同
右
）「
備

考
」
に
は
、「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
に
類
す
る
以
下
の
注
記
が
存
す
る
。

　

第
255
盡
函
『
大
乘
廣
五
薀
論
・
大
乘
五
蘊
論
』（
紹
聖
二
年
〈
一
〇
九
五
〉
題
記
。
以

下
同
じ
。）「
第
九
紙
は
五
面
分
の
み
で
、
四
折
目
に
「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
と

有
」。
同
『
寶
行
王
正
論
』「
第
十
紙
は
五
面
分
の
み
で
、
四
折
目
に
「
除
六
行
要
粘
策
二

邊
不
厚
薄
」
と
有
」。
第
256
命
函
『
如
實
論
』「
第
十
紙
は
五
面
分
の
み
で
、四
折
目
に
「
除

此
六
行
□
」
と
有
」。
第
257
臨
函
『
迴
諍
論
』「
第
十
二
紙
は
五
面
分
の
み
で
、
四
折
目
に

「
不
□
除
六
行
要
粘
冊
二
邊
不
厚
薄
」
と
有
」。
第
258
深
函
『
長
阿
含
經
』
卷
第
一
「
第
十

紙
は
五
面
分
の
み
で
、
四
折
目
に
「
此
帋
除
六
行
要
粘
策
□
□
□
」」。

　

右
は
、
醍
醐
寺
蔵
本
に
見
出
せ
た
注
記
に
す
べ
て
一
致
し
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。

（
９
）

　
　

Ｂ
．
東
寺
蔵
東
禅
寺
版
の
五
面
一
紙
に
見
ら
れ
る
注
記

　

東
寺
御
当
局
の
御
厚
意
に
よ
り
、
第
237
寸
・
第
238
陰
函
の
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
を
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

東
寺
蔵
本
の
寸
函
『
中
論
』
卷
第
二
（
元
祐
九
年
〈
一
〇
九
四
〉
二
月
題
記
）
に
も
、

第
十
二
板
第
五
面
一
行
目
下
空
白
の
醍
醐
寺
蔵
本
と
同
じ
位
置
に
、
醍
醐
寺
蔵
本
当
該
帖

と
同
文
の
「
此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄
」
の
注
記
が
存
し
た
。
東
寺
蔵
東
禅
寺

版
『
中
論
』
卷
第
二
は
、
補
刻
葉
を
交
え
る
も
の
の
、
醍
醐
寺
蔵
本
と
同
板
を
用
い
た
印

本
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
東
寺
蔵
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
『
中
論
』
卷
第
三
に
は
、
醍
醐
寺
蔵
本
に
存

し
た
第
十
三
板
第
六
面
右
端
「
此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄
」
の
注
記
が
見
ら
れ

な
い
。
そ
れ
は
、
東
寺
蔵
本
が
『
中
論
』
卷
第
三
第
十
三
紙
第
六
面
を
切
り
取
り
、
第

十
四
紙
以
降
を
繋
げ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
東
寺
蔵
本
の
版
木
に
も
、
第

十
三
板
第
六
面
右
端
に
醍
醐
寺
蔵
本
と
同
文
の
記
文
が
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
此
帋

除
六
行
」
の
注
ど
お
り
に
、
六
行
一
面
を
裁
断
す
れ
ば
、
第
六
面
の
右
端
に
記
さ
れ
た
一

文
は
見
え
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
注
視
す
る
と
、
第
六
面
右
端
に
存
し
た
文
字
の
端
が
点

と
し
て
残
っ
て
お
り
、
醍
醐
寺
蔵
本
と
同
一
板
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
柱
刻
や
刻

工
名
も
同
一
で
あ
る
。

　

な
お
、
東
寺
蔵
東
禅
寺
版
は
、『
中
論
』
卷
第
二
・
卷
第
三
と
も
、
本
文
五
面
一
紙
の

空
白
第
六
面
を
残
さ
ず
、
第
五
面
ま
で
で
紙
を
裁
断
し
て
、
次
紙
以
降
を
貼
り
継
い
で
い

る
。
両
面
印
刷
に
も
し
な
い
。
東
寺
蔵
本
『
中
論
』
卷
第
二
・
卷
第
三
の
印
造
者
は
「
楊

傭
」、
醍
醐
寺
蔵
本
の
印
造
者
は
「
福
州
東
禪
經
生
王
賜
」
で
あ
る
。
印
造
者
が
異
な
り
、

装
丁
が
異
な
っ
た
例
で
あ
る
。

　
　

Ｃ
．
書
陵
部
蔵
福
州
版
の
五
面
一
紙
に
見
ら
れ
る
注
記

　

書
陵
部
蔵
福
州
版
一
切
経
で
は
、醍
醐
寺
蔵
本
に
「
此
紙
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」

等
の
注
記
が
存
し
た
第
237
寸
函
・
第
239
是
函
当
該
帖
は
、
補
写
本
で
あ
り
、
同
じ
く
第
240

競
函
〜
第
261
夙
函
の
当
該
帖
は
、
開
元
寺
版
で
あ
る
。）

10
（

　

し
か
し
、
そ
の
開
元
寺
版
第
255
盡
函
『
寶
行
王
正
論
』
の
第
十
板
第
四
面
と
第
五
面
と

の
間
に
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
で
⑰
と
し
た
「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
の
柱
刻
が

存
す
る
。
こ
の
第
十
板
柱
刻
は
「
尽　

八
卷　

十　
　

吉
」
で
あ
り
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
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宋版一切経東禅寺版に五面の一紙が挿入された理由

版
の
「
盡　

㭭
卷　

拾　
　

葉
叢
」
と
は
異
な
る
。
開
元
寺
版
と
見
ら
れ
る
こ
の
板
に
、

東
禅
寺
版
と
同
位
置
に
同
文
の
注
記
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
刻
工
が
異
な
る
た
め
、
こ
の
注

記
の
文
字
に
も
小
異
が
有
る
。

　

書
陵
部
蔵
宋
版
一
切
経
福
州
版
に
お
け
る
「
此
紙
除
六
行･･･

」
注
記
は
、
右
が
唯
一

例
で
あ
る
。）

11
（

　
　

Ｄ
．
金
澤
文
庫
蔵
東
禅
寺
版
の
五
面
一
紙
に
見
ら
れ
る
注
記

　
『
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管 

宋
版
一
切
経
目
録
』（
一
九
九
八
年
三
月
、
神
奈
川
県

立
金
沢
文
庫
）
の
「
刻
施
」「
備
考
」
項
目
に
は
、
次
の
刻
記
が
有
る
。）

12
（

本
目
録
の
⑩
は

第
十
紙
を
、
⑨
は
第
九
紙
を
示
し
て
い
る
。

　
　

534
中
阿
含
経　

巻
第
十
六  
夙
（
261
）　

東
禅
寺
版
（
紹
聖
二
年
）

　
　
　

⑩
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄

　
　

536
中
阿
含
経　

巻
第
十
八  

夙
（
261
）　

東
禅
寺
版
（
紹
聖
二
年
）

　
　
　

⑨
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄

　
　

537
中
阿
含
経　

巻
第
十
九  

夙
（
261
）　

東
禅
寺
版
（
紹
聖
二
年
）

　
　
　

⑨
除
六
行
要
粘
策
二
邊

　

こ
れ
ら
も
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
刻
記
と
一
致
し
、
醍
醐
寺
蔵
本
の
そ
れ
に
含
ま
れ
る
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
「
此
紙
除
六
行･･･

」
の
記
文
は
、

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
の
第
237
寸
函
〜
261
夙
函
に
見
ら
れ
た
注
記
に
総
て
含
ま
れ
る
。
同
一

経
巻
の
注
記
は
、
位
置
・
字
形
ま
で
等
し
い
。

　

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
注
記
は
、
各
本
の
印
刷
時
に
追
刻
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
刊
刻

当
初
に
す
で
に
彫
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
も
ご
く
一
部
の
欠
函
・
欠
帖
が
存
す
る
た
め
、
今
後
の
他
蔵
東

禅
寺
版
調
査
で
記
文
例
が
追
加
さ
れ
る
可
能
性
は
残
る
。
し
か
し
、「
此
紙
除
六
行･･･
」

記
文
の
大
部
分
は
、
右
で
覆
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。）

13
（

そ
の
中
で
、
題
記
の
年
月
が

最
も
早
い
も
の
は
第
237
寸
函
の
「
中
論
卷
第
二
」
の
「
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
二
月　

日
」
で
あ
り
、
遅
い
も
の
は
第
255
盡
函2637

『
大
乘
廣
五
薀
論
・
大
乘
五
蘊
論
』
の
「
紹

聖
二
年
（
一
〇
九
五
）
五
月　

日
」
で
あ
る
。
記
文
が
見
ら
れ
な
い
五
面
一
紙
挿
入
帖
の

初
出
は
、
元
祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
正
月
で
あ
っ
た
。

　

五
面
の
一
板
を
挿
入
す
る
工
夫
は
、
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
の
東
禅
寺
版
刊
刻
開
始

か
ら
十
四
年
後
に
、
考
案
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

３
．「
除
六
行
・
・
・
兩
邊
無
厚
薄
」
類
注
記
の
意
味 

　

先
に
出
現
順
に
掲
げ
た
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
お
け
る
「
此
紙
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不

厚
薄
」
等
の
記
文
を
、
同
文
を
ま
と
め
て
再
掲
す
れ
ば
、
左
の
ａ
〜
ｇ
と
な
る
。

　
　
ａ　

此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄 

（
①
②
）

　
　

ｂ　
　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄 

（
③
④
⑥
⑦
⑨
⑩
⑪
⑮
⑯
⑰
㉑
㉒
）

　
　
ｃ　

此
帋
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄 

（
⑤
⑭
⑳
）

　
　

ｄ　
　

除
此
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄 

（
⑫
⑬
⑱
）

　
　
ｅ　

此
帋
除
六
行
要
粘
冊
二
邊
不
厚
薄 

（
⑲
）

　
　

ｆ　
　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊
無
厚
薄 

（
⑧
）

　
　
ｇ　

　
　

除
六
行
要
粘
策
二
邊 

（
㉓
）

　

右「
此
紙
除
六
行･･･

」の
注
記
は
、一
紙
五
面
の
紙
に
の
み
存
し
た
。
し
た
が
っ
て
、「
此

帋
除
六
行
」「
除
此
六
行
」「
除
六
行
」
は
、
一
紙
（
板
）
三
十
六
行
（
毎
半
折
六
行
で
六

面
）
と
す
る
東
禅
寺
版
の
六
行
を
除
し
、一
紙
三
十
行
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
ら
は
、
記
文
を
刻
し
た
一
紙
の
六
行
一
面
を
取
り
去
り
、
五
面
と
す
る
こ
と
の
断
わ

り
書
き
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
の
記
文
異
同
は
、ａ
「
媿
」―

ｂ
〜
ｇ
（
ナ
シ
）、ａ
「
得
」―

ｂ
〜
ｇ
「
要
」、

ａ
「
粘
縫
」―

ｂ
〜
ｇ
「
粘
」、
ａ
「
兩
邊
」―

ｂ
〜
ｇ
「
二
邊
」、
ａ
ｆ
「
無
」―

ｂ
ｃ

ｄ
ｅ
「
不
」―

ｇ
（「
厚
薄
」
共
ナ
シ
）
で
あ
っ
て
、
全
文
同
主
旨
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
出
現
順
第
一
・
第
二
の
ａ
（
①
②
）
は
、
ｂ
以
下
（
③
〜
）
と
や
や
異
な
る
。

　

ま
ず
、
最
多
の
ｂ
「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
を
解
釈
す
る
。

　
ａ
の
「
得
」
に
対
応
す
る
「
要
」
は
、補
助
動
詞
で
あ
ろ
う
。）

14
（

「
粘
」
は
、ａ
の
「
粘
縫
」

に
相
当
す
る
。
紙
を
貼
り
継
ぐ
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
策
」
は
ｅ
「
冊
」
と
同
意
で
、
帖
装

（
経
摺
装
）
の
一
冊
の
こ
と
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
二
邊
」
は
、
帖
の
長
辺

左
右
の
二
邊
で
あ
ろ
う
。「
不
厚
薄
」
は
、「
厚
薄
」
を
作
ら
な
い
意
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
ｂ
「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」
は
、「
六
行
を
除
く
。
策
を
二
邊

に
粘
（
つ
）
け
て
厚
薄
せ
ざ
る
を
要
む
。」
と
訓
読
さ
れ
、
多
く
の
紙
を
貼
り
合
わ
せ
た

こ
の
一
冊
に
紙
継
ぎ
に
よ
る
左
右
二
邊
の
厚
み
の
差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
こ
の
紙
の
六
行

一
面
を
除
く
、
と
解
釈
で
き
る
。

　

全
紙
を
三
十
六
行
六
面
と
し
、
そ
れ
を
貼
り
合
わ
せ
て
折
り
、
帖
装
に
す
れ
ば
、
紙
継

ぎ
位
置
は
必
ず
右
邊
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
紙
数
の
多
い
帖
で
は
、
右
邊
が
左
邊
よ
り
厚

く
な
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
帖
の
中
間
に
三
十
行
五
面
の
一
紙
を
挿
入
し
、
以
降
の

紙
継
ぎ
を
左
邊
に
移
動
さ
せ
た
。
一
面
六
行
を
誤
脱
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
こ
の
注
記

─ 352 ─



（6）

佐々木　勇

は
語
っ
て
い
る
。

　
ｃ
以
下
も
、
同
内
容
で
あ
る
。

　
ａ
「
此
帋
除
六
行
媿
得
粘
縫
兩
邊
無
厚
薄
」（「
此
の
紙
六
行
を
除
く
。
媿
、
両
辺
を
粘

縫
し
て
厚
薄
無
き
を
得
ん
と
す
」）
の
「
媿
」
は
、
こ
の
工
夫
を
考
案
し
た
人
名
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
「
媿
」
が
人
名
で
あ
れ
ば
、醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
の
刻
工
「
媿
潘
」（
第
258
深
函2670

『
深

字
音
』
第
四
紙
・
第
287
安
函2972

『
安
字
音
』
第
四
紙
）、
あ
る
い
は
、「
媿
孛
」（
第
270

松
函2796

『
増
壹
阿
含
經
』
卷
第
四
十
六
第
十
四
紙
）
が
、
そ
の
該
当
者
な
の
か
も
し
れ

な
い
。）

15
（

　

別
の
訓
読
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
記
文
は
、
右
の
よ
う
な
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
。

　

こ
れ
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に

三
十
行
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
外
な
ら
ぬ
東
禅
寺
版

中
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
た
。

四
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
お
け
る
五
面
一
板
と
印
造
と
の
関
係

　

宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に
お
け
る
「
此
帋
除
六
行
」
等
の
注
記
は
、「
紹
聖
二
年

（
一
〇
九
五
）
五
月
」
の
第
255
盡
函
『
大
乘
起
信
論　

序
』
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

既
掲
二
十
三
例
の
刻
文
以
外
に
、
第
六
面
に
存
し
た
注
記
が
裁
断
さ
れ
た
も
の
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
約
一
年
間
に
二
十
三
例
存
し
た
注
記
が
そ
の
後
全
く
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

の
は
、
大
冊
に
五
面
の
一
紙
を
挟
む
こ
と
が
徹
底
さ
れ
、
説
明
不
要
と
判
断
さ
れ
た
た
め

で
あ
ろ
う
。

　

五
面
の
一
板
を
帖
の
半
ば
に
入
れ
る
目
的
は
、
帖
左
右
の
厚
さ
を
等
し
く
す
る
た
め
に

紙
継
ぎ
邊
を
変
更
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
五
面
の
一
紙
に
以
降
の
紙
を
継

ぎ
、
最
後
ま
で
片
面
印
刷
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
醍
醐
寺
蔵
本
は
、
五
面
の
一
板
が
挿
入
さ
れ
た
帖
の
約
四
割
を
、
両
面
刷

り
と
し
て
い
る
。）

16
（

帖
の
途
中
で
背
面
に
印
刷
し
た
の
で
は
、
五
面
の
一
板
が
活
か
さ
れ
な

い
。

　
「
刊
」
と
「
印
」
と
の
時
が
隔
た
り
、
刊
刻
者
の
工
夫
を
解
せ
な
く
な
っ
た
た
め
の
印

造
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
最
初
の
刊
刻
か
ら
百
年
以
上
が
経
ち
、）

17
（

使
用
す
る
う
ち
に

帖
が
膨
ら
む
の
を
見
て
、
全
体
の
厚
さ
を
抑
え
よ
う
と
し
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
か
。）

18
（

五
、
結
び　

―

関
連
す
る
問
題―

　

宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
紙
数
の
多
い
帖
に
お
い

て
、
両
辺
の
厚
さ
を
揃
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
、
次
の
諸
点
が
有
る
。

１
．
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
次
の
紙
か
ら
、
柱
刻
が
第
二
面
と
第
三
面
と
の
間

に
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
な
ぜ
か
。）

19
（

２
．
五
面
の
一
紙
は
、
東
禅
寺
版
に
続
く
開
元
寺
版
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
開
元

寺
版
に
お
け
る
実
態
は
、
い
か
な
る
も
の
か
。

３
．
開
元
寺
版
の
次
の
思
渓
版
で
は
、
一
紙
五
面
が
基
本
と
な
る
。
そ
し
て
、
思
渓

版
の
柱
刻
は
、
紙
端
に
刻
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
な
ぜ
か
。

　

い
ず
れ
も
、
各
宋
版
一
切
経
全
体
の
調
査
の
上
に
論
ず
べ
き
問
題
で
あ
る
。
調
査
を
進

め
、
別
稿
と
し
た
い
。）

20
（

【
注
】

⑴　
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
一
九
九
九
年
、
岩
波
書
店
）「
東
禅
寺
版
蔵
経
」
の

項
目
（
尾
崎
正
治
執
筆
）
に
も
指
摘
が
有
る
。
ま
た
、
牧
野
和
夫
「
関
於
宋
版
大

蔵
経
中―

"

一
版
五
半
葉
三
十
行"

版
片
的
考
察
」（「
藏
外
佛
教
文
献
」
第
十
四
輯
、

二
〇
一
〇
年
八
月
）、
同
「
福
州
宋
版
大
藏
經
の
研
究―

宋
版
一
切
經
の
「
一
板
五

面
三
十
行
」
に
關
す
る
一
考
察―

」（「
實
踐
女
子
大
學
文
學
部
紀
要
」
第
五
十
三
集
、

二
〇
一
一
年
二
月
）、
同
「
高
野
山
金
剛
峯
寺
蔵
『
四
分
律
蔵
』(

宋
版
大
蔵
経
ノ
内)

に
つ
い
て
」（「
か
が
み
」
第
四
十
二
号
、二
〇
一
二
年
三
月
）
で
は
、「
五
面
一
板
」（
三
十

行
）
の
葉
を
持
つ
福
州
版
多
数
が
、
具
体
的
に
示
さ
れ
、
試
案
と
し
て
、「
五
面
一
板
」

は
、「
想
定
さ
れ
た
両
面
刷
の
折
り
返
し
の
目
安
で
あ
っ
た
」、
と
推
測
さ
れ
た
。

　
　

し
か
し
、
牧
野
論
文
中
で
も
記
さ
れ
る
と
お
り
、
現
存
本
に
お
け
る
両
面
刷
の
開
始

位
置
は
、「
五
面
一
板
」
の
挿
入
位
置
よ
り
も
、何
紙
か
後
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
五
面
の
一
紙
が
挟
ま
れ
な
い
帖
で
も
両
面
刷
さ
れ
、
逆
に
、
五
面
一
紙
が
有
っ

て
も
両
面
刷
り
さ
れ
な
い
帖
が
多
数
存
す
る
。

⑵　

野
沢
佳
美
「
金
澤
文
庫
蔵
宋
（
福
州
）
版
一
切
経
に
つ
い
て
」（『
神
奈
川
県
立
金
澤

文
庫
保
管　

宋
版
一
切
経
目
録
』〈
一
九
九
八
年
、
金
澤
文
庫
〉
所
収
）
に
依
る
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
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宋版一切経東禅寺版に五面の一紙が挿入された理由

　
　
　
　

金
剛
峯
寺
蔵
本　

一
一
七
九
年
（
補
刻
記
）
〜
一
一
八
九
年
の
間
に
印
造
。

　
　
　
　

醍
醐
寺
蔵
本　

　

一
一
八
九
年
（
補
刻
記
）
〜
一
一
九
五
年
の
間
に
印
造
。

　
　
　
　

本
源
寺
本　

　
　

一
二
二
六
年
以
降
印
造
。

　
　
　
　

東
寺
蔵
本　

　
　

一
二
三
九
年
（
補
刻
記
）
〜
一
二
四
二
年
の
間
に
印
造
。

　
　
　
　

書
陵
部
蔵
本　

　

一
二
五
一
年
（
補
刻
記
）
以
降
に
印
造
。

　
　
　
　

金
澤
文
庫
蔵
本　

宝
祐
年
間
（
一
二
五
三
〜
一
二
五
八
）
に
印
造
。

⑶　

山
本
信
吉
『
古
典
籍
が
語
る　

―

書
物
の
文
化
史―

』（
二
〇
〇
四
年
、
八
木
書
店
）

245
頁
。

⑷　

2463

は
、
明
年
出
版
予
定
の
目
録
に
お
け
る
通
帖
番
号
で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
。

⑸　

注
⑴
牧
野
論
文
、
参
照
。
元
祐
九
年
か
ら
間
も
な
い
刊
刻
帖
、
あ
る
い
は
、
崇
寧
二

年
（
一
一
〇
三
）
以
降
の
追
雕
板
に
、
十
八
板
以
上
で
あ
っ
て
も
五
面
の
一
紙
を
挟
ま

な
い
も
の
が
若
干
存
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
含
め
て
も
、
例
外
は
一
割
に
満
た
な
い
。

な
お
、『
注
大
乘
入
楞
伽
經
』
等
の
東
禅
寺
版
追
雕
版
で
は
、全
十
六
板
や
十
七
板
で
も
、

五
面
の
板
を
挟
む
例
が
有
る
。

⑹　

た
と
え
ば
、「
元
豐
八
年
（
一
〇
八
五
）
乙
丑
歳
五
月
日
」
の
題
記
を
有
す
る
『
法

苑
珠
林
』
に
は
、
十
八
板
以
上
の
巻
に
も
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
題
記
が
無
く
と
も
、
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
東
禅
寺
版
で
あ
れ
ば
、
元

祐
九
年
（
一
〇
九
四
）
以
後
の
刊
刻
で
あ
る
、
と
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

⑺　
『
宋
史
』
で
は
、紹
聖
元
年
は
、夏
四
月
壬
丑
改
元
と
あ
り
、『
東
方
年
表
』（
一
九
九
六

年
、
平
楽
寺
書
店
）
も
元
祐
九
年
が
四
月
に
紹
聖
元
年
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
東
禅
寺
版
の
題
記
は
、「
紹
聖
元
年
三
月　

日
」
と
さ
れ
る
。

⑻　

醍
醐
寺
蔵
本
に
こ
の
注
記
が
存
し
た
帖
の
う
ち
、
金
剛
峯
寺
に
東
禅
寺
版
が
現
存
す

る
と
さ
れ
る
の
は
、
第
237
寸
函
『
中
論
』
卷
第
三
・
第
240
競
函
『
廣
百
論
釋
論
』
卷
第

七
・
第
246
巌
函
『
攝
大
乘
論
』
卷
下
の
三
帖
の
み
で
あ
る
。
帖
中
の
捨
銭
刊
記
等
を
も

ま
ま
記
す
「
刊
記
奥
書
目
録
」
か
ら
は
、こ
の
三
帖
に
「
除
六
行
要
粘
策
二
邊
不
厚
薄
」

等
の
注
記
が
存
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
な
い
。
原
本
閲
覧
の
機
会
を
得
た
い
。

⑼　

他
に
醍
醐
寺
蔵
本
に
注
記
が
見
ら
れ
た
帖
は
、『
廣
百
論
釋
論
』
卷
第
七
を
除
き
、

本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
で
は
欠
本
か
大
破
の
帖
で
あ
る
。『
廣
百
論
釋
論
』
卷
第
七
は

完
存
す
る
ら
し
い
。
し
か
し
、「
除
六
行
・
・
・
・
」
の
注
記
が
存
す
る
記
述
は
目
録

に
無
い
。

⑽　
『
図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
附
録
大
蔵
経
細
目
』（
一
九
三
一
年
、
文
求
堂
書
店
・
松
雲

堂
書
店
）
お
よ
び
書
陵
部
蔵
の
写
真
で
確
認
し
た
。
題
記
が
存
し
な
い
場
合
も
、
紙
背

に
「
開
元
經
局
染
黄
紙
」
の
長
方
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
開
元
寺
版
の
よ
う
で
あ
る
。

⑾　

現
在
の
と
こ
ろ
、
開
元
寺
版
に
お
け
る
「
此
紙
除
六
行
・
・
・
」
注
記
の
他
例
は
、

管
見
に
入
ら
な
い
。

⑿　

目
録
で
は
、「
刻
施
」
と
「
備
考
」
と
の
記
事
が
一
致
し
な
い
も
の
が
有
る
た
め
、

醍
醐
寺
蔵
本
と
一
致
す
る
方
を
掲
げ
た
。

⒀　

醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
六
百
卷
は
、開
元
寺
版
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、本
稿
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
東
禅
寺
版
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

に
お
け
る
実
態
を
知
る
べ
く
、
書
陵
部
蔵
東
禅
寺
版
を
調
査
し
た
。
し
か
し
、「
崇
寧

二
年
（
一
一
〇
三
）
十
一
月
二
十
二
日
」
の
題
記
を
有
す
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

六
百
卷
に
十
八
板
を
超
え
る
卷
は
無
く
、五
面
一
紙
を
挟
む
帖
は
皆
無
で
あ
っ
た
。「
此

紙
除
六
行･･･

」
の
記
文
例
も
、
見
出
せ
な
か
っ
た
。

⒁　

太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
一
三
年
新
装
再
版
）
197
頁
・

同
『
中
国
語
史
通
考
』（
一
九
九
九
年
、
白
帝
社
）
42
頁
は
、「
得
」
を
「「
義
務
・
当
然
」

の
意
の
補
助
動
詞
」
と
す
る
。『
中
国
語
史
通
考
』
42
頁
の
「
㮈
女
祇
域
因
縁
經
」 （『
大

正
新
修
大
蔵
経
』N

o. 0553

）
の
用
例
参
照
。
こ
れ
ら
の
記
文
の
訓
読
に
つ
い
て
、
広

島
大
学
教
育
学
研
究
科
佐
藤
大
志
氏
に
お
教
え
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
、
御
礼
申
し
あ

げ
る
。

⒂　

刻
工
「
媿
」
は
、時
代
が
降
る
嘉
定
六
年
（
一
二
一
三
）
版
『
張
丘
建
筭
經
』
に
も
、

「
媿
茂
」（
卷
下
十
二
）・「
媿
中
」（
同
十
六
）・「
媿
元
」（
同
三
十
六
）
の
名
を
見
出
せ

る
（
一
九
八
〇
年
、
文
物
出
版
社
影
印
に
依
る
）。

⒃  

五
面
の
板
に
続
く
板
か
ら
背
面
に
印
刷
す
る
か
、
五
面
の
板
の
第
四
面
か
ら
紙
背
に

印
刷
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

⒄　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
に
は
、「
淳
煕
己
亥
（
六
年
、
一
一
七
九
）
…
…
捨
錢
彫
此
板
」

や
、「
安
撫
使
賈
侍
郎
捨
」（
紹
煕
二
年
〈
一
一
九
一
〉
刊
お
よ
び
丙
辰
〈
慶
元
二
年
・

一
一
九
六
〉
刊
）
の
捨
錢
刊
記
が
見
ら
れ
る
。

⒅　

醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
は
、
字
音
帖
を
除
く
全
帖
の
、
二
割
強
を
両
面
刷
り
と
し
て
い

る
。
五
面
の
一
紙
が
無
く
両
面
刷
り
さ
れ
た
帖
は
、
五
面
一
紙
が
挟
ま
れ
て
両
面
刷
り

さ
れ
た
帖
の
二
倍
以
上
存
す
る
。

⒆　

開
元
寺
版
で
一
紙
五
面
の
次
の
板
か
ら
柱
刻
位
置
が
一
面
分
ず
れ
、
第
二
面
と
第

三
面
と
の
間
に
な
る
事
実
は
、「
共
同
研
究　

―

本
源
寺
蔵
宋
版
一
切
経
調
査
報
告―

」

（「
同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
創
刊
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）、
牧
野
和
夫
「
日

本
現
存
資
料
か
ら
見
た
宋
版
大
蔵
経
の〈
修
〉に
つ
い
て ―

「
入（
埋
）木
」の
世
界―

」

─ 350 ─
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佐々木　勇

（「
実
践
国
文
学
」
84
号
、
二
〇
一
三
年
十
月
）
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
理
由
は
、
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
右
牧
野
論
文
に
も
指
摘
さ
れ
る
と

お
り
、
開
元
寺
版
で
は
、
最
終
紙
直
前
の
紙
が
五
面
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
も

含
め
、
さ
ら
に
考
え
た
い
。

⒇　

現
時
点
で
は
、
以
下
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
。

１
．
五
面
一
紙
の
次
の
柱
刻
を
、
そ
れ
以
前
同
様
に
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
に
刻
し
た

の
で
は
、
柱
刻
が
折
目
の
山
と
な
る
。
山
に
位
置
す
る
柱
刻
文
字
は
経
年
に
よ
っ
て
摩

滅
し
、
紙
継
ぎ
の
糊
が
剥
が
れ
た
場
合
、
そ
の
紙
を
ど
こ
に
入
れ
る
べ
き
か
不
明
と
な

る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

２
．
開
元
寺
版
で
は
、
東
禅
寺
版
よ
り
総
紙
数
が
少
な
い
場
合
で
も
五
面
の
一
紙
を
挿

入
し
て
い
る
（
注
⑴
牧
野
論
文
、
参
照
）。
ま
た
、
東
禅
寺
版
の
補
刻
板
に
お
い
て
も
、

か
つ
て
六
面
で
あ
っ
た
板
を
五
面
と
し
た
例
が
あ
る
。
以
後
、
一
面
ず
つ
経
本
文
が
ず

れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
151
五
函
『
大
雲
請
雨
經
』
は
、
醍
醐
寺
蔵
東
禅
寺
版
で
は
す
べ

て
一
板
六
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
陵
部
蔵
東
禅
寺
版
で
は
全
十
七
板
の
第
九
板
を
五

面
と
し
た
た
め
、
最
終
紙
本
文
末
は
醍
醐
寺
蔵
本
の
一
面
後
と
な
っ
て
い
る
。
書
陵
部

蔵
東
禅
寺
版
第
166
效
函
『
如
意
輪
陀
羅
尼
經
』
も
同
様
に
、
全
十
九
板
の
第
九
板
を
五

面
と
し
、
最
終
紙
本
文
末
は
醍
醐
寺
蔵
本
の
一
面
後
で
あ
る
。
類
例
は
、
比
較
的
多
い
。

こ
の
よ
う
に
、
東
禅
寺
版
の
後
版
あ
る
い
は
開
元
寺
版
は
、
東
禅
寺
版
に
比
し
て
、
五

面
一
紙
の
挿
入
が
全
体
に
亘
り
、
か
つ
徹
底
し
て
い
る
。

３
．
思
渓
版
で
三
十
行
五
面
一
紙
が
中
心
と
な
る
の
も
、
東
禅
寺
版
に
五
面
の
一
紙
を
挿

入
し
た
の
と
同
じ
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
帖
の
全
体
を
一
紙
五
面

に
す
れ
ば
、
一
紙
ご
と
に
紙
継
ぎ
位
置
は
左
右
に
分
か
れ
、
均
等
の
厚
み
と
な
る
。
思

渓
版
は
、
一
紙
五
面
と
す
る
た
め
に
、
紙
幅
を
12
㎝
程
度
短
く
し
て
い
る
（『
奈
良
県

大
般
若
経
調
査
報
告
書 

一 

資
料
篇
１
』〈
一
九
九
二
年
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
〉）。

　
　

な
お
、思
渓
版
で
も
、初
期
の
刻
板
で
は
、一
紙
六
面
の
も
の
が
存
す
る
。
た
と
え
ば
、

西
大
寺
蔵
思
渓
版
初
印
本
『
大
般
若
経
』
で
は
、
巻
二
二
〇
ま
で
は
、
そ
れ
以
降
と
版

式
が
異
な
り
、
開
元
寺
版
の
形
式
を
継
承
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
奈
良
県

大
般
若
経
調
査
報
告
書 

一 

本
文
篇
』（
一
九
九
二
年
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
）
12
頁
、

牧
野
和
夫
「
思
渓
版
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
と
開
元
寺
版
大
蔵
経　

―

そ
の
版
式
上
の
接

点
に
つ
い
て
（
一
）―

」（「
水
門
」
24
、
二
〇
一
二
年
九
月
）、
参
照
。
岩
屋
寺
蔵
思

渓
版
に
つ
い
て
、
こ
の
点
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
佐
々
木
勇
「
一
紙
六
面
か
ら

一
紙
五
面
へ　

―

宋
版
一
切
経
思
渓
版
版
式
の
転
換
点―

」（「
い
と
く
ら
」
第
十
号
、

二
〇
一
五
年
二
月
刊
行
予
定
）
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

そ
し
て
、
一
紙
六
面
の
思
渓
版
に
一
紙
五
面
の
板
を
入
れ
た
場
合
、
そ
の
次
の
柱
刻

位
置
は
、
右
端
糊
代
部
分
に
移
動
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
、
注
⒆
牧
野
論
文
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
全
紙
を
五
面
と
し
た
場
合
、
柱
刻
を
谷
位
置
と
す
る
た
め
に
は
、
柱
刻

の
位
置
を
一
紙
ご
と
に
変
更
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
操
作
を
避
け
る
た
め
、
思

渓
版
で
は
柱
刻
を
紙
端
に
し
、
柱
刻
文
字
を
保
護
す
る
た
め
、
柱
刻
の
有
る
紙
を
下
に

継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

し
か
し
、
柱
刻
が
見
え
な
い
こ
と
は
不
便
で
あ
っ
た
。
思
渓
版
に
続
く
、
磧
砂
版
・

普
寧
寺
版
で
は
、
全
紙
を
五
面
と
す
る
思
渓
版
方
式
を
採
用
し
つ
つ
、
柱
刻
を
紙
端
に

し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
磧
砂
版
・
普
寧
寺
版
の
柱
刻
は
、
一
紙
ご
と
に
、
第
一
面
・

第
二
面
間
と
第
二
面
・
第
三
面
間
と
を
交
互
に
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
付
記
】

　

貴
重
な
原
本
を
閲
覧
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
醍
醐
寺
・
東
寺
・
岩
屋
寺
、
写
真
閲
覧
を
御

許
可
下
さ
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
・
増
上
寺
の
関
係
各
位
に
、
心
中
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

─ 349 ─



（9）

宋版一切経東禅寺版に五面の一紙が挿入された理由

Why Did 東禅寺版 (the South Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon) Have a Paper 
Which There Are Five Pages?

Isamu Sasaki

Abstract: As for 東禅寺版 (the South Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon), there are 
36 lines of letters on one piece of paper.  Each paper is divided into six.  In 東禅寺版, there are 
books which have a fi ve pages paper.  A purpose of this article is to clarify reason for being of 
the fi ve pages paper.  The document for this article is the 東禅寺版 in Daigo-ji Temple (醍醐
寺). It is the most suitable document for achievement of purpose of this report.  As a result of 
having investigated the whole, the following things became clear.  １. There is the fi ve pages 
paper in the middle of the books.  ２. There is a note such as "此帋除六行媿得粘縫兩邊無厚薄" 
in the fi ve pages paper.  ３. The fi ve pages paper was put to make a book fl at.  ４. The papers 
came to be put in books after 1094.

Key words: the South Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon, the papers which there 
are six pages, a paper which there are fi ve pages, fl at books

キーワード：宋版一切経東禅寺版，六面の一紙，五面の一紙，無厚薄
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